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「業務の負担が増した」、「補助金まだ」
アンケートに寄せられた声

健
康
保
険
証
の
存
続
を
要
請

５
・
18
国
会
行
動

オンライン資格確認システム

大
阪
選
出
議
員
と
面
談

　

協
会
は
５
月
20
日
の
第
59
回
通
常
評
議
員
会
で
岸
田
政
権
が
進
め
る
現
行
の
保
険
証
廃
止
と
事
実
上

の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
方
針
に
反
対
す
る
こ
と
、
ま
た
大
軍
拡
や
カ
ジ
ノ
で
は
な
く
、
国
民
の
暮

ら
し
や
社
会
保
障
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
―
―
の
主
旨
で
２
決
議
を
採
択
し
た
。
全
文
を
紹
介
す
る
。

ラ
ー
が
多
い
」
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し

て
い
る
医
療
機
関
の
半
数
以
上
で
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
歯
科
医
療
機
関
も
含
め
た
全
面
的
な
シ

ス
テ
ム
稼
働
が
始
ま
れ
ば
、
さ
ら
に
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
５
月
13
日
に
は
、
加
藤
厚
労
相
が

記
者
会
見
で
「
マ
イ
ナ
保
険
証
に
誤
っ
て
別

人
の
情
報
が
紐
づ
け
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
が

７
３
１
２
件
確
認
」
さ
れ
「
別
人
の
医
療
情

　

現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
一
体
化
さ
せ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

等
一
部
改
正
」
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
短
い
審
議
時
間
を

見
て
も
国
会
で
十
分
に
議
論
が
つ
く
さ
れ
た

と
は
言
い
難
い
。

　

大
阪
府
保
険
医
協
会
が
実
施
し
た
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
資
格
が
あ
る
の
に
確
認

で
き
な
い
」
「
名
前
が
違
う
」
「
認
証
に
時
間

を
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、
食
事

を
減
ら
し
て
い
る
な
ど
の
実
態
が
保
団
連
患

者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

国
民
生
活
の
窮
状
を
よ
そ
に
、
岸
田
政
権

は
安
保
３
文
書
に
も
と
づ
き
、
５
年
間
で
現

行
の
１
・
５
倍
に
あ
た
る
43
兆
円
も
の
軍
拡

を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
台
湾
有

事
な
ど
を
想
定
し
、
日
本
列
島
全
土
を
前
線

　

今
、
日
本
の
国
民
生
活
は
困
難
を
極
め
て

い
る
。
統
一
地
方
選
直
前
に
内
閣
府
が
発
表

し
た
意
識
調
査
で
、
物
価
が
悪
い
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
と
答
え
た
人
が
71
％
を
占
め
、

前
回
調
査
よ
り
30
ポ
イ
ン
ト
も
増
加
し
た
。

医
療
の
現
場
で
は
、
昨
年
10
月
に
強
行
さ
れ

た
75
歳
以
上
の
患
者
窓
口
負
担
２
倍
化
の
影

が
か
か
る
」

「
機
器
の
エ

権
や
医
療
機

関
の
レ
セ
プ

響
で
、
歯
科
は
定
期

受
診
を
止
め
る
な
ど

の
声
や
、
医
療
費
の

捻
出
は
厳
し
い
が
薬

な
っ
て
い
る
。

　

私
た
ち
大
阪
府
歯

科
保
険
医
協
会
の
歯

科
医
師
は
、
国
民
の

さ
れ
て
い
る
。
厚
労
省
は
、
直
ち
に
今
の
シ

ス
テ
ム
を
停
止
し
、
個
人
情
報
保
護
に
最
大

限
配
慮
し
た
改
修
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

同
時
に
日
本
が
誇
る
べ
き
国
民
皆
保
険
制

度
が
崩
壊
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
れ
ば
、
保
険
者

か
ら
健
康
保
険
証
が
送
ら
れ
て
く
る
。
し
か

し
、
保
険
証
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
て
い

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
主
義
で
あ

り
、
さ
ら
に
５
年
毎
に
更
新
が
必
要
と
な
っ

報
が
閲
覧
さ
れ
た
」
と
い
う
事
例
が
あ
っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

医
療
情
報
と
い
う
極
め
て
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

な
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
に
し
て
は
、
あ
ま

り
に
も
杜
撰
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん

だ
国
で
は
、
患
者
な
ど
の
自
己
情
報
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
が
確
立
し
て
お
り
、
人
権
を
守
る

こ
と
を
大
前
提
と
し
た
シ
ス
テ
ム
運
用
が
な

あ
る
。
岸
田
政
権
の
大
軍
拡
を
許
せ
ば
歯
科

医
療
費
４
兆
円
を
め
ざ
す
こ
と
は
お
ろ
か
、

現
在
の
社
会
保
障
水
準
を
守
る
こ
と
す
ら
困

難
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
自
治
体
は
い
っ
そ
う
府

民
の
命
と
生
活
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
大
阪
維
新
の
会
は
、
府
民
生

活
の
悪
化
を
よ
そ
に
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
の
推
進
に

基
地
に
す
る
自
衛
隊
施
設
の
強
靭
化
計
画
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
戦

争
に
参
加
す
る
た
め
の
軍
事
態
勢
づ
く
り
に

他
な
ら
な
い
。
そ
の
軍
拡
財
源
確
保
の
た
め

に
国
立
病
院
機
構
や
社
会
保
険
病
院
な
ど
を

運
営
す
る
機
構
の
積
立
金
や
東
日
本
大
震
災

の
復
興
税
ま
で
軍
事
費
に
つ
ぎ
込
む
計
画
で

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資
格
確
認
の
義
務
化

に
よ
り
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
た
と
し
て
提
起
さ

れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務
化
に
つ
い
て

も
、
患
者
情
報
の
漏
洩
や
営
利
目
的
で
の
利

活
用
な
ど
の
懸
念
が
全
く
払
し
ょ
く
さ
れ
て

い
な
い
。
患
者
情
報
を
守
り
た
い
と
い
う
医

療
者
の
良
心
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
拒
め

ば
、
医
療
機
関
は
レ
セ
プ
ト
の
請
求
権
を
奪

わ
れ
る
。
医
療
機
関
か
ら
請
求
権
を
奪
う
こ

と
は
許
さ
れ
な
い
。

ト
請
求
権
を
奪
う
、
拙
速
で
強
引
な
医
療
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
反
対
で
あ
る
。
私
た
ち
大
阪

府
歯
科
保
険
医
協
会
は
、
歯
科
医
師
が
安
心

し
て
日
常
診
療
に
取
り
組
め
る
、
皆
保
険
制

度
の
下
で
国
民
が
安
心
し
て
歯
科
医
療
を
受

け
ら
れ
る
社
会
に
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く

す
。

２
０
２
３
年
５
月
20
日

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

　

第
59
回
通
常
評
議
員
会

て
い
る
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
で
き
な
い

か
、
拒
否
し
た
人
に
発
行
さ
れ
る
「
資
格
確

認
書
」
は
、
被
保
険
者
の
申
請
主
義
な
の

か
、
自
動
更
新
な
の
か
さ
え
分
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
。
患
者
の
状
況
に
よ
っ
て
は
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手

元
か
ら
保
険
証
が
な
く
な
り
、
受
療
権
さ
え

奪
わ
れ
か
ね
な
い
。
強
引
な
健
康
保
険
証
の

廃
止
は
直
ち
に
撤
回
す
べ
き
で
あ
る
。

と
、
土
壌
汚
染
・
地
盤
沈
下
・
防
災
対
策
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
を
噴
出
し
て
い
る
。
し

か
し
、
吉
村
知
事
は
知
事
選
で
も
議
論
に
背

を
向
け
、
府
民
に
説
明
を
尽
く
し
て
い
な

い
。
一
番
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
は
、

カ
ジ
ノ
を
作
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
の
は
、
誰

が
目
に
も
明
ら
か
だ
。

　

ま
た
、
大
阪
府
が
強
行
に
進
め
る
国
民
健

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
患
者
と
信
頼
関

係
を
結
び
な
が
ら
共
に
社
会
保
障
拡
充
の
た

め
、
い
っ
そ
う
力
を
尽
く
す
こ
と
を
表
明
す

る
。

２
０
２
３
年
５
月
20
日

　

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

　

第
59
回
通
常
評
議
員
会

夢
中
で
あ
る
。
統
一
地
方
選
後
、
一
定
の
府

民
の
理
解
を
得
た
な
ど
と
大
阪
カ
ジ
ノ
計
画

を
進
め
る
方
針
だ
が
、
客
の
７
割
が
日
本
人

で
あ
り
、
収
益
の
約
８
割
が
カ
ジ
ノ
事
業
で

あ
る
こ
と
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
の
実

行
性
が
不
明
瞭
で
あ
り
、
民
事
訴
訟
な
ど
住

民
と
の
関
係
で
不
信
感
が
生
ま
れ
て
い
る
こ

康
保
険
料
の
統
一
化
に
よ
り
、
全
国
一
の
国

保
料
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
非
正
規
労
働

者
や
高
齢
者
な
ど
生
活
が
困
難
な
世
帯
が
多

く
を
占
め
る
た
め
、
短
期
証
や
資
格
証
明
書

の
発
行
世
帯
が
増
加
す
る
事
態
を
招
き
か
ね

な
い
。
カ
ジ
ノ
よ
り
命
、
暮
ら
し
を
求
め
る

府
政
へ
の
転
換
は
、
府
民
の
切
実
な
願
い
と

　

私
た
ち
は
、
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

国
民
、
患
者
、
医
療
機
関
の
利
便
性
や
医
療

の
質
が
向
上
す
る
こ
と
に
賛
成
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
国
が
個
人
情
報
保
護
に
責
任
を
持

ち
、
情
報
漏
洩
等
の
起
こ
ら
な
い
安
定
し
た

シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
そ
の
上
で
シ
ス
テ
ム

利
用
は
、
国
民
や
医
療
機
関
の
選
択
に
委
ね

る
べ
き
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
政
府
が
進
め
る
患
者
の
受
療

　

５
月
18
日
、
現
行
の
健
康

保
険
証
の
存
続
を
求
め
、
協

会
は
大
阪
選
出
国
会
議
員
に

要
請
す
る
と
と
も
に
、
保
団

連
主
催
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
強
制
を
や
め
て
、
健

康
保
険
証
廃
止
は
撤
回

を
！
」
院
内
集
会
に
参
加
し

た
。
要
請
で
は
、
日
本
共
産

党
の
宮
本
岳
志
衆
院
議
員
と

面
談
。
マ
イ
ナ
保
険
証
義
務

化
の
問
題
に
つ
い
て
宮
本
議

員
は
、「
こ
の
先
政
府
が
強

行
し
よ
う
が
、
最
後
ま
で
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
義
務

付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

い
ず
れ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
返
上
運
動
が
起
こ
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
い
こ
う
」
と
語
っ

た
。

　

国
会
内
集
会
で
は
ウ
ェ
ブ

視
聴
を
含
め
約
７
５
０
人
が

参
加
。
参
院
で
審
議
中
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
改
定
案
の

採
決
が
な
さ
れ
る
か
と
い
う

緊
迫
し
た
中
、
日
本
共
産
党

の
山
下
芳
生
参
院
議
員
は
、

参
院
地
方
創
生
デ
ジ
タ
ル
特

別
委
員
会
で
の
参
考
人
質
疑

の
様
子
を
紹
介
し
た
。「
参

考
人
と
し
て
障
全
協
の
家
平

事
務
局
長
、
全
国
保
団
連
竹

田
副
会
長
が
発
言
し
た
。
与

党
内
で
も
流
れ
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。『
医
療
・
介
護

の
現
場
が
こ
ん
な
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
か
』
、『
具
体
的

な
声
を
教
え
て
ほ
し
い
、
そ

し
て
総
務
省
に
正
さ
せ
て
い

く
』
と
い
う
声
が
与
党
議
員

か
ら
も
あ
が
っ
た
。
現
場
の

皆
さ
ん
が
ど
ん
な
心
配
を
抱

え
て
い
る
か
具
体
的
に
告
発

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
非

常
に
大
き
な
力
に
な
っ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

「
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を

求
め
る
請
願
署
名
」
に
は
宮

本
氏
、
山
下
氏
の
他
、
社
民

党
の
大
椿
裕
子
参
院
議
員
が

紹
介
議
員
を
引
き
受
け
た
。

保
険
証
廃
止
に
反
対
し
国
民
皆
保
険
を
守
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

軍
拡
・
カ
ジ
ノ
で
は
な
く
、

国
民
の
命
、健
康
、暮
ら
し
最
優
先
の
政
治
へ
全
力
を
尽
く
す

第
59
回　
　
　
　
　

通
常
評
議
員
会
決
議

山下氏

宮本氏

大椿氏

　協会は、４月１日からオンライン資格確認システムの導入が原則義務化されたこ

とを受けて、医療機関への現在の影響を把握するために会員アンケートを実施した。

調査対象：協会開業医会員
　　　　　有効回収数110人（有効回収率５％）
調査機関：５月25日～６月５日
調査方法：FAX
調査項目：１．システムの実施状況
　　　　　２．トラブルの有無、内容、対応
　　　　　３． システム導入「義務化」について、また導入後の感想、意見

アンケート自由意見欄に寄せられた声（一部抜粋）
●運用開始済み医療機関からのトラブル事例
・顔認証ができなかった。暗証番号を本人が分からず。

・保険証資格なしと表示された。旧漢字が□と表示。

・ コールセンターに何度か連絡するも繋がらず、数日間カードリーダーを利用でき

ない状態でマイナ保険証を持ってきてくださった患者様の機嫌を少し損ねてしま

った。

・カードリーダーの画面が真っ暗になった。

・転職しているが、新保険証に移行されていない。

・顔認証に時間がかかりすぎてエラーが出る。患者さんはイライラしている。

●導入義務化への意見や健康保険証廃止に関わる意見
・ 使用方法を分かっていない方がほとんどで、説明等で受け付け業務の負担が増し

た。現時点でのメリットは一切感じられない。

・ 乳幼児医療証やひとり親医療証等は、マイナンバーカードに紐づけされていない

ので手間がかかると思いました。

・義務化には断固反対。協会新聞などに記載の通りであり容認できません。

・悪い事しかない

・ オンラインでの確認は便利かと思いますが施設、居宅、老人ホームなど本人がカ

ードを有しない場合、結局無意味となり、今後心配しております。

・ 患者さんから苦情が出ているが当院としてはひたすら耐えるしかない。医院側か

らの反対運動だけでなく、国民側からの直接の声がないと何も変わらないだろ

う。補助金を申請しても何カ月も振り込まれないのにも怒りが収まらない。


